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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

微小真空冷陰極アレイを光電面の背後に面状に配置して電子ビームのマト

リックス駆動を行う新しい撮像素子を開発するもので、放射線に対して強く、

小型・低消費電力、デジタル制御回路との親和性の良い撮像素子の実現を

目指す。 

 

２．総合評価 
A 

耐放射線を目指した撮像素子の開発として、新しい材料や素子設計等の要

素技術の開発を行い優れた成果が得られた。 今後、性能向上等も含めた

システムとしての開発を実施し、本成果が実用化に向けて立証されることを

期待する。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 


